
JAM大手労組会議 2019女性フォーラム

前三鷹市長

清原慶子

～ 共生・協働・自律がうみだす
地域のチカラ・組織のチカラ ～

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を実現する
「多様性（ダイバーシティ）」



本日の構成

０．自己紹介

１．SDGｓとは

２．意思決定過程への女性の参画の状況

３．就労分野での女性の参画の状況

４．地域での女性の参画の状況

５．共生・協働・自律がうみだす地域のチカラ

組織のチカラ



自己紹介０
◆20代前半の学生時代に経験した三鷹市での

第一次基本計画作りへの市民参加

◆大学研究者として、国・都道府県・市区の
市民会議・審議会、研究会などで政策提言

◆公募市民の一人として共同代表を務めた
「みたか市民プラン21会議」による白紙からの
第三次基本構想・基本計画素案作りでの協働

◆2003年4月30日より三鷹市長に就任
2016年4月まで４期16年
女性の市長で4期は初めて



ＳＤＧｓとは１
◆「Sustainable Development Goals
（持続可能な開発目標）」の略称

◆SDGsは2015年9月の国連サミットで採択され、
国連加盟193か国が2016年から2030年の15年間で
達成するために掲げた目標

◆持続可能な世界を実現するための17のゴール・
169のターゲットから構成

◆地球上の誰一人として取り残さない
（leave no one behind）

◆発展途上国のみならず、先進国自身が取り組む
ユニバーサル（普遍的）な目標



◆Goal 1：貧困をなくそう
あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる
End poverty in all its forms everywhere

◆Goal 2：飢餓をゼロに
飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する
End hunger, achieve food security and improved nutrition and promote sustainable 
agriculture 

◆Goal 3：すべての人に健康と福祉を
あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する
Ensure healthy lives and promote well-being for all at all ages 

◆Goal 4：質の高い教育をみんなに
全ての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する
Ensure inclusive and equitable quality education and promote lifelong learning 
opportunities for all 

◆ Goal 5：ジェンダー平等を実現しよう
ジェンダー平等を達成し、全ての女性及び女児の能力強化を行う
Achieve gender equality and empower all women and girls 

ＳＤＧｓとは（総務省の仮訳）１



◆ Goal 6：安全な水とトイレを世界中に
全ての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する
Ensure availability and sustainable management of water and sanitation for all 

◆Goal 7：エネルギーをみんなに、そしてクリーンに
全ての人々の安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセスを確保する
Ensure access to affordable, reliable, sustainable and modern energy for all 

◆Goal 8：働きがいも、経済成長も
包摂的かつ持続可能な経済成長及び全ての人々の完全かつ生産的な雇用と
働きがいのある人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する
Promote sustained, inclusive and sustainable economic growth, full and productive 
employment and decent work for all 

◆ Goal 9：産業と技術革新の基盤をつくろう
強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及び
イノベーションの推進を図る
Build resilient infrastructure, promote inclusive and sustainable industrialization and foster 
innovation 

ＳＤＧｓとは（総務省の仮訳）１



◆ Goal 10：人や国の不平等をなくそう
各国内及び各国間の不平等を是正する
Reduce inequality within and among countries 

◆ Goal 11：住み続けられるまちづくりを
包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する
Make cities and human settlements inclusive, safe, resilient and sustainable 

◆ Goal 12：つくる責任、つかう責任
持続可能な生産消費形態を確保する
Ensure sustainable consumption and production patterns 

◆ Goal 13：気候変動に具体的な対策を
気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる
Take urgent action to combat climate change and its impacts 

◆ Goal 14：海の豊かさを守ろう
持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する
Conserve and sustainably use the oceans, seas and marine resources for sustainable 
development 

ＳＤＧｓとは（総務省の仮訳）１



◆ Goal 15：陸の豊かさも守ろう
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、
砂漠化への対処、並びに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する
Protect, restore and promote sustainable use of terrestrial ecosystems, 
sustainably manage forests, combat desertification, and halt and reverse land 
degradation and halt biodiversity loss 

◆ Goal 16：平和と公正をすべての人に
持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、全ての人々に司法への
アクセスを提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を
構築する
Promote peaceful and inclusive societies for sustainable development, provide 
access to justice for all and build effective, accountable and inclusive institutions 
at all levels 

◆ Goal 17：パートナーシップで目標を達成しよう
持続可能な開発のための実施手段を強化しグローバル・パートナーシップを活性化する
Strengthen the means of implementation and revitalize the global partnership 
for sustainable development 

ＳＤＧｓとは（総務省の仮訳）１



出典：内閣府『男女共同参画白書』令和元年版
＊次頁以降同様

ＳＤＧｓとは（総務省の仮訳）１
人生百年時代を迎えて、持続可能な働き方・生き方が課題



◆一人ひとりの基本的人権が保障される社会づくり

◆一人ひとりの能力と努力が生かされる社会づくり

◆「社会」とは、二人以上の人間で構成される
例）家族・学校・職場・地域

◆「ダイバーシティ」「多様性」は現実社会に存在
⇒それを尊重することは生きる上で基本

◆他者と共に生きる上での
「共生」「協働」「自律」が目標達成の基盤

ＳＤＧｓとは１
その目標の意義を考察する



ＳＤＧｓとは１
1992年、米国にて感じた視線・考えた視点
一人の日本人として共生・協働・自律の必要性を実感



意思決定過程への女性の参画の状況２

◆全国815人の市区長の中で
女性 2６人（3.19％）令和元年9月24日 現在

◆全国927人の町村長の中で
女性 ８人（0.86％）
女性 ０人（０％） 令和元年9月24日現在

◆全国47都道府県の知事の中で
女性 ２人（4.26％）令和元年9月24日現在

行政における女性の割合



意思決定過程への女性の参画の状況２

◆国会議員の女性割合
衆議院議員465人中、女性は47人（10.2％）平成31年1月現在

参議院議員242人中、女性は50人（20.7％）平成31年1月現在

◆全国の地方自治体議会議員の女性割合
都道府県議会議員：10.０％ 都道府県議会議長：0.0％
市議会議員 ： 14.7％ 市議会議長 ：4.6％
区議会議員 ： 27.0％ 区議会議長 ：13.0％
町村議会議員 ：10.1％ 町村議会議長 ：2.2％

全体 ：13.1％ 全体 ：3.3％
＊市区議会の4.5％，町村議会の32.7％ではいまだに女性議員がゼロ
＊議員数は平成30年12月現在、議長数は都道府県・市区は平成30年10月現在、
町村は平成30年7月現在

＊このページ以降のデータの出典は、原則として内閣府男女共同参画局資料

議会における女性の割合



意思決定過程への女性の参画の状況２
議会における女性の割合



意思決定過程への女性の参画の状況２

◆裁判官：21.7％ 平成29年

◆検察官：24.6％ 平成30年

◆弁護士：18.7％ 平成30年

◆国の本省課室長相当職以上の国家公務員：5.0％
◆地方機関課長・本省課長補佐 相当職の国家公務員：
１0.8％

◆係長相当職（本省）：25.0％
◆国家公務員採用者 ：32.5％

司法における女性の割合

行政における女性の割合



意思決定過程への女性の参画の状況２
行政における女性の割合 ＜国＞



意思決定過程への女性の参画の状況２

◆都道府県 平成30年４月

・部局長・次長相当： 6.4%
・課長相当 ：10.5％
・課長補佐相当 ：19.0％
・係長相当 ：22.6％

◆市区町村（政令指定都市を含む）平成30年４月

・部局長・次長相当： 8.8％
・課長相当 ：16.7 ％
・課長補佐相当 ：28.5％
・係長相当 ：34.0％

行政における女性の割合 ＜自治体＞



意思決定過程への女性の参画の状況２
行政における女性の割合 ＜自治体＞



企業における女性役職者の割合

意思決定過程への女性の参画の状況２



医療分野・各種メディアにおける女性役職者等の割合

意思決定過程への女性の参画の状況２
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◆大学における職位別の
女性教員の在籍割合

出典：文部科学省
関連して令和元年度以降、文部科学省：「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業」推進

大学における女性役職者の割合

意思決定過程への女性の参画の状況２



◆国の審議会等委員に占める女性の割合
実態：37.６％ （平成 30 年）
目標：40％以上、60％以下 （令和2年）

◆国の審議会等専門委員等に占める女性の割合
実態：26.6％ （平成 30 年）
目標：30％ （令和2年）

◆市区の審議会等委員に占める女性の割合：28.3％

◆町村の審議会等委員に占める女性の割合：22.2％

審議会における女性の割合

意思決定過程への女性の参画の状況２



各分野における指導的地位に女性が占める割合

意思決定過程への女性の参画の状況２



各分野におけるジェンダーギャップ指数

意思決定過程への女性の参画の状況２



就労分野での女性の参画の状況３
OECD諸国の女性の就業率



上場企業、起業家に占める女性の割合の推移

就労分野での女性の参画の状況３



年齢階級別労働力率のМ字曲線の状況

就労分野での女性の参画の状況３



女性にとっての望ましい生き方について（男女×年齢）

就労分野での女性の参画の状況３



共働き世帯数の推移

就労分野での女性の参画の状況３



介護離職者数の推移・未就学児世帯の家事・育児担当者

就労分野での女性の参画の状況３



地域での女性の参画の状況４
自治会・PTA・災害ボランティアに占める女性割合



◆町会・自治会、住民協議会等地域自治組織の
会長・役員・委員としての女性の活躍

◆学校のPTAの会長・役員・委員としての女性の活躍

◆自主防災組織の会長・役員としての女性の活躍

◆民生児童委員、社会福祉協議会、地域ケアネットワーク等
福祉分野の会長・役員としての女性の活躍

◆ＮＰＯ法人等の地域活動団体の代表理事・役員等としての
女性の活躍

地域における女性活躍の多様化

地域での女性の参画の状況４



◆1970年代から住民協議会によるコミュニティセンター
の運営管理

◆安全安心・市民協働パトロール：2004年度～
◆地域ケアネットワーク事業：2004年度～
⇒７つのコミュニティ住区のすべてで開設
⇒地域福祉ファシリテーター・傾聴ボランティア

◆がんばる地域応援プロジェクト：2006年度～
⇒町会・自治会等の活動への補助金

◆見守りネットワーク事業：2012年～
⇒病人の早期発見・孤独死の防止

◆コミュニティスクールを基盤とした小中一貫教育

地域での女性の参画の状況地域での女性の参画の状況４
事例 三鷹市における活動分野



◆「コミュニティ」とは

⇒高齢者・障がい者の見守り、防災や防犯、子ども・子育て支援、
教育、文化、まちづくり等の多様なサービスの共通の現場

⇒予防、早期発見、早期対応の現場

◆「民学産公の協働」の意義

⇒多様な担い手相互の接点の増加
⇒多様性が地域の持続可能性を推進する
⇒支援者・被支援者双方にとっての「エンパワーメント」

「コミュニティ」の場でのエンパワーメント

地域での女性の参画の状況４



社会において、個人は
自己のアイデンティティを確保するために
自己と他者と相対化しつつ認識する

⇒その際に認識のよりどころとして
Age Sex Race

年齢 性 人種・民族 といった

属性を重視する傾向にあり

それは、偏見や差別を生むこともある

人間の認識の枠組み

共生・協働・自律がうみだす地域のチカラ 組織のチカラ５



「共生」とは

共生・協働・自律を目指して共生・協働・自律を目指して

５

◆事例：映画「ファインディング・ニモ」
イソギンチャクとクマノミの生物間の共生

◆異なる主体がお互いに尊重し合い共存する
ことによる調和的、平和的、利他的な関係性

◆生物では相方の利益、片方の利益、
寄生の関係がある

◆共生：人が共に生きるためには条件整備が必要
理念を実現するための仕組みは必要

共生・協働・自律がうみだす地域のチカラ 組織のチカラ５



主権者である市民の信託に基づく三

鷹市政は、参加と協働を基本とし、市

民のために行われるものでなければな

らない。市民にとって最も身近な政府

である三鷹市は、市民の期待に応え、

市民のためのまちづくりを進めるとと

もに、まちづくりを担う多くの人々が

参加し、助け合い、そして共に責任を

担い合う協働のまちづくりを進めるこ

とを基調とし、魅力と個性のあふれる

まち三鷹を創ることを目指すものであ

る

多様なグループ・団体と市が、自治に

関わる地域の目標を共有し、それぞれ

の役割分担を明確にし、対等の立場で

相互協力をしながら、それぞれの特性

を最大限発揮し、その実現のために共

に汗をかき、評価や改善も共に行って

いくこと

５
「協働」とは

三鷹市自治基本条例 前文
平成18（2006）年4月施行

協働とは？

共生・協働・自律がうみだす地域のチカラ 組織のチカラ５



「自律」とは

共生・協働・自律を目指して共生・協働・自律を目指して

５

◆自立：赤ちゃんが２本の脚で立ち上がる

能力・経済力・身体といった外的要素による
一人立ち

◆自律：自分の意志のもとに方向づけして歩く

価値観・理念・哲学・信条など内的要素による
一人立ち

◆人間としての精神的な自律が
共生・協働の過程で

保障される社会が求められる

共生・協働・自律がうみだす地域のチカラ 組織のチカラ５



多様性がもたらす地域のチカラ・組織のチカラ

共生・協働・自律を目指して共生・協働・自律を目指して

５

◆地域や組織を動かすのは人であり、
人を動かすのは「共感」や「感動」である

◆地域や職場等組織の多様な活動の
担い手が多様であること、

多世代、多職種、多様な団体の
交流、連携、協働が重要である

◆「協働」は「共感」や「感動」を呼び起こし、
参画する人それぞれに
「自己実現」「自己肯定感」をもたらす

共生・協働・自律がうみだす地域のチカラ 組織のチカラ５



共生・協働・自律を目指して共生・協働・自律を目指して

５
年齢の違いを超えて

性の違いを超えて

障がいの有無を超えて

国籍・民族の違いを超えて

犯罪・非行をおかした人も、その家族も

それぞれの個性・能力と努力が活かされる

多様性がもたらす地域のチカラ

多様性がもたらす組織のチカラ

共生・協働・自律がうみだす地域のチカラ 組織のチカラ５



前三鷹市長

清原慶子

～ 共生・協働・自律がうみだす
地域のチカラ・組織のチカラ ～

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を実現する
「多様性（ダイバーシティ）」

ご清聴ありがとうございます！

https://www.kiyohara-Keiko.org


